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 朝夕と昼間の気温の差が激しい日々が続き、季節の移り変わりを肌で感じます。時間の経つのは本当に早いもので

す。今年も残すところ約１か月になりました。みなさんは、いかがお過ごしでしょうか。 

 さて、第一高校では、３年生の受験が８月からすでに始まっています。３年生は、それぞれの進路目標を達成すべ

く、ラストスパートをかけています。２年生は、後期の考査終了後の今からが校内ダンス発表会にむけ一致団結してい

く時期を迎えています。同時に、３年生の先輩の受験の雰囲気をひしひしと感じ、受験に対して切実になってくる時期

でもあります。１年生は、関西・関東方面への修学旅行に期待をふくらませています。第一高校生を「一高生」とよび

ますが、３年生の進路実現を願いながらも、“一高生は、学習だけではなく、部活動や学校行事に燃えるのも魅力のひ

とつだ”と私は考えています。 

 また、本校で、７月２３日（月）に学校説明会を開催したところ、１５５０人のみなさんに来校いただきました。心

から御礼申し上げます。その上、９月からは、中学校主催の高校説明会のため、多くの中学校を訪問し、みなさんに直

接説明できる機会がありました。きちんとしたあいさつで迎えられ、説明を熱心に聞いてくれたことに、心から感謝し

ています。平成２５年度の募集については、本校のホームページにすでに載せていますので、どうぞご利用ください。 

来年度は、第一高校は創立１１０周年を迎えます。１１０周年目を一緒に迎えることができたら・・・と願ってい

ます。１１０年伝統と歴史、そして今を実感してほしいと思います。これから、ますます寒くなってきますが、寒さに

負けず元気で活躍してください。 

教頭 山下 由美 

・わかりやすい説明で第一に興味を持ちました。 

・学校行事はどれも楽しそうだった。 

・共学を進めたいという校長先生の熱意が伝わってきた。 

・文化系部活動が多かった。 

・勉強だけでなく、部活動や学校行事にも力を入れていることがわかった。 

・学校に入ったとき、先輩方からたくさん挨拶をしてもらった。 

・先輩たちはとても仲が良さそうだった。 

・英語コースの人たちのすばらしい発音が印象に残り、わかりやすかった。 

◎参加者急増！ 

男子 約400人 

女子 約1,000人 

保護者 約150人 

ソフトボール部の生徒たちと歓談する中学生 



 
 

地
学
部 

◆音楽部 

 ○ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国大会  優良賞  ○全日本合唱コンクール全国大会 銀賞 

 ○全九州高等学校音楽コンクール ピアノ部門 金賞 山田（2年 白川中出身） 

◆書道部 

 ○熊本県高等学校書道展  最優秀賞 濵﨑（2年 河浦中出身） 全国総文祭出場決定                     

◆地学部                             （平成25年8月） 

 ○九州高等学校生徒理科研究発表会 九州大会出場決定（平成25年2月）「御船層群の古環境」                                  

◆放送部                          （湧心館高校との共同研究） 

 ○全国放送コンテスト・アナウンス部門全国大会  入選 安楽（3年 帯山中出身） 

◆水泳部 

 ○九州高校新人水泳大会 50ｍ平泳ぎ 5位 工藤（1年 武蔵ヶ丘中出身） 

◆卓球部 

 ○県高校新人卓球大会 女子団体3位 九州大会出場決定（平成24年12月） 

◆ウエイトリフティング部 

 ○九州選抜大会県予選 男子 94kg級 2位 平岡（1年 合志中出身） 

            女子 48kg級 1位 江藤（1年 二岡中出身） 

 ※夏休み以降の結果を掲載しています。       九州大会出場決定（平成25年1月） 

 オーストラリアの生活を体験できる嬉しさを味わう

ことができた反面、異文化を素直に受け入れること

の難しさ、自分の伝えたいことがなかなか伝わらな

いもどかしさも感じた、非常に意義深く充実したもの

でした。 （森山 2年 本渡中出身） 

くわしくは本校ホームページを

ご覧下さい。 

白梅太鼓部 

クラス発表 

書道パフォーマンス 

茶道のお点前披露 
ラーラ校の生徒たちと 

最初は自分の英語が伝わるのか、不安でした。そんな

不安を取り除いてくれたのはホストシスターのセーラ

の笑顔でした。私の英語を一生懸命理解してくれた

り、一緒に行動してくれたおかげで、とても有意義な

10日間を過ごすことができました。 

       （後藤 2年 帯山中出身） 

コヒューナ校の生徒たちと 

語学研修をはじめとして、さまざまな交流活動

を行いました。 

7月29日～8月7日 ２９人参加 


